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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ

う
に
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

都
留
市
大
野
字
道
沢
三
五
一
五
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
か
ん
養

三
　
解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
梨
県
庁
及
び
都
留
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に

供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
二
号

山
梨
県
家
畜
伝
染
病
の
ま
ん
延
防
止
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
二
号
）

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
腐
蛆そ

病
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
み
つ
ば
ち
等
の
移
動
を
禁
止
す
る

区
域
の
指
定
（
平
成
二
十
一
年
山
梨
県
告
示
第
三
百
四
十
三
号
、
第
三
百
四
十
四
号
、
第
三
百
五
十
五

号
及
び
第
三
百
五
十
六
号
）
は
、
解
除
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

公
　
　
　
告

'

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
　
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
八
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

１
　
名
称
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｍ

２
　
代
表
者
の
氏
名
　
岩
間
俊
彦

３
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
山
梨
県
甲
府
市
上
阿
原
町
三
百
十
二
番
地
六

４
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
地
産
地
消
の
基
本
理
念
の
も
と
、
広
く
一
般
消
費
者
に
対
し
て
山
梨
の
「
地
の

物
」
を
Ｐ
Ｒ
し
、
併
せ
て
こ
れ
ら
自
然
の
恵
み
を
積
極
活
用
す
る
食
品
関
連
事
業
者
や
生
産
農
家

等
へ
の
支
援
・
協
力
活
動
の
ほ
か
、
主
と
し
て
企
業
等
に
対
す
る
環
境
へ
の
負
荷
軽
減
の
働
き
か

け
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
食
文
化
の
発
展
や
食
生
活
の
安
心
・
安
全
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

食
を
通
じ
た
地
域
経
済
の
活
性
化
と
環
境
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
九
号
　
　
平
成
二
十
二
年
一
月
七
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
二
年

一
月
七
日

第
二
千
九
号

木　曜　日

、
、

、
、



的
と
す
る
。

三
　
縦
覧
期
間
　
平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
一
日
ま
で

'

落
札
者
等
の
決
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。
な
お
、
こ
の
公
告
は
、
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十

五
日
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
も
の

で
あ
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
随
意
契
約
に
係
る
役
務
の
名
称
及
び
数
量

山
梨
県
電
子
入
札
・
公
共
事
業
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
保
守
運
用
業
務
　
一
式

二
　
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
部
局
の
名
称
及
び
所
在
地

山
梨
県
県
土
整
備
部
県
土
整
備
総
務
課
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号

三
　
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日

四
　
随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

日
本
電
気
株
式
会
社
・
株
式
会
社
Ｙ
Ｓ
Ｋ
ｅ
│
ｃ
ｏ
ｍ
・
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
　
山
梨
県

電
子
入
札
・
公
共
事
業
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
共
同
企
業
体

山
梨
県
甲
府
市
相
生
二
丁
目
三
番
十
六
号

五
　
随
意
契
約
に
係
る
契
約
金
額

一
億
二
千
十
九
万
九
千
八
百
七
十
四
円

六
　
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

七
　
随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
と
し
た
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令

第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当

'

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
二
十
二
年
一
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

笛
吹
市
春
日
居
町
熊
野
堂
字
市
道
五
六
七
の
三
、
五
七
四
の
一
、
五
七
四
の
二
、
五
七
四
の
八
、

五
七
四
の
一
四
、
五
七
四
の
一
五
、
五
七
四
の
一
六
、
五
七
四
の
一
七
、
五
七
四
の
一
八
、
五
七
四

の
一
九
、
五
七
四
の
二
〇
、
五
七
四
の
二
一
、
五
七
四
の
二
二
、
五
七
四
の
二
三
、
五
七
四
の
二
四
、

五
七
四
の
二
五
、
五
七
四
の
二
六
、
五
七
四
の
二
七
、
五
七
四
の
二
八
、
五
七
四
の
二
九
、
五
七
四

の
三
〇
及
び
五
七
四
の
三
一
の
区
域

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域

道
　
　
路
　
　
　
　
　
次
の
図
の
と
お
り
　
　

公
　
　
園

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
峡
東
建
設
事
務
所
及
び
笛
吹
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

笛
吹
市
芦
川
町
中
芦
川
四
百
十
三
番
地
　
金
澤
正
人

'

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
二
十
二
年
一
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
小
立
字
生
木
塚
三
八
六
四
、
三
九
〇
九
の
一
部
、
三
九
一
〇
の
一
部
、

三
九
一
一
、
三
九
一
二
の
一
、
三
九
一
三
の
一
、
三
九
一
三
の
三
、
三
九
一
四
の
一
、
三
九
一
四
の

三
、
三
九
一
五
、
三
九
一
六
、
三
九
一
七
、
三
九
一
八
、
三
九
一
九
、
三
九
二
〇
の
一
、
三
九
三
六

の
一
、
三
九
三
七
の
一
、
三
九
三
八
の
一
及
び
三
九
四
四
の
一
の
区
域

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
小
立
三
千
九
百
十
九
番
地
　
富
士
リ
ゾ
ー
ト
企
画
株
式
会
社
　
代

表
取
締
役
　
高
野
辰
男

'

甲
府
都
市
計
画
道
路
事
業
の
施
行
に
つ
い
て

甲
府
都
市
計
画
道
路
事
業
の
施
行
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六

十
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
七
日

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
九
号
　
　
平
成
二
十
二
年
一
月
七
日

二



山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

甲
府
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・
四
・
十
一
号
田
富
町
敷
島
線

二
　
施
行
者
の
名
称

山
梨
県

三
　
事
務
所
の
所
在
地

山
梨
県
甲
府
市
貢
川
二
丁
目
一
番
八
号
　
中
北
建
設
事
務
所

四
　
事
業
地
の
所
在

収
用
の
部
分
　
山
梨
県
甲
斐
市
大
下
条
地
内

使
用
の
部
分
　
な
し

教
育
委
員
会

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
一
号

山
梨
県
立
学
校
管
理
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
七
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
須
　
　
田
　
　
　
　
　
清

山
梨
県
立
学
校
管
理
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
山
梨
県
立
学
校
管
理
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

山
梨
県
立
学
校
管
理
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
の
二
を
削
る
。

第
十
三
条
中
第
十
六
号
を
第
十
八
号
と
し
、第
四
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

同
条
第
三
号
中
「
教
頭
は
」
を
「
副
校
長
又
は
教
頭
は
」
に
、「
教
頭
が
二
人
以
上
あ
る
と
き
は
」

を
「
副
校
長
及
び
教
頭
が
置
か
れ
て
い
る
と
き
、
又
は
教
頭
が
二
人
以
上
置
か
れ
て
い
る
と
き
は
」

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
　
主
幹
教
諭
は
、
校
長
（
副
校
長
を
置
く
学
校
に
あ
つ
て
は
、
校
長
及
び
副
校
長
）
及
び
教
頭

を
助
け
、
命
を
受
け
て
校
務
の
一
部
を
整
理
し
、
並
び
に
幼
児
、
児
童
又
は
生
徒
の
教
育
を
つ

か
さ
ど
る
。

第
十
三
条
第
二
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
　
副
校
長
は
、
校
長
を
助
け
、
命
を
受
け
て
校
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
た
だ
し
、」
の
下
に
「
教
務
主
任
等
の
担
当
す
る
校
務
を
整
理
す
る
主
幹

教
諭
を
置
く
と
き
そ
の
他
」
を
加
え
る
。

（
山
梨
県
市
町
村
立
学
校
職
員
の
勤
務
成
績
の
評
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

山
梨
県
市
町
村
立
学
校
職
員
の
勤
務
成
績
の
評
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
山
梨
県

教
育
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
の
表
中
「
教
頭
」
の
下
に
「
、
主
幹
教
諭
」
を
加
え
る
。

（
産
業
教
育
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

産
業
教
育
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
教
頭
」
を
「
副
校
長
、
教
頭
、
主
幹
教
諭
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
教
諭
」
を
「
主
幹
教
諭
又
は
教
諭
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
教
頭
」
を
「
副
校
長
、
教
頭
、
主
幹
教
諭
」
に
、「
本
規
則
第
四
条
」
を
「
前
条
」

に
改
め
る
。

（
山
梨
県
立
高
等
学
校
の
修
学
旅
行
、
遠
足
、
見
学
旅
行
そ
の
他
の
校
外
行
事
の
基
準
に
関
す
る
規
則

の
一
部
改
正
）

第
四
条

山
梨
県
立
高
等
学
校
の
修
学
旅
行
、
遠
足
、
見
学
旅
行
そ
の
他
の
校
外
行
事
の
基
準
に
関
す

る
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
「
校
長
」
の
下
に
「
、
副
校
長
」
を
加
え
る
。

（
山
梨
県
立
特
別
支
援
学
校
の
修
学
旅
行
そ
の
他
の
校
外
行
事
の
基
準
に
関
す
る
規
則
）

第
五
条

山
梨
県
立
特
別
支
援
学
校
の
修
学
旅
行
そ
の
他
の
校
外
行
事
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
昭
和

四
十
四
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
「
校
長
」
の
下
に
「
、
副
校
長
」
を
加
え
、「（
分
校
主
任
を
含
む
。）」
を
削
る
。

（
山
梨
県
教
育
委
員
会
事
務
決
裁
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

山
梨
県
教
育
委
員
会
事
務
決
裁
規
則
（
平
成
十
三
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
七
号
中
「
第
十
二
条
の
二
」
を
「
第
十
三
条
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
八
号
中
「
第

十
二
条
の
規
定
に
よ
る
」
を
「
第
十
三
条
第
三
号
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
定
時
制
課
程
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
副
校
長
が
代
決
し
、
そ
の
他
の
課
程
の

場
合
に
あ
っ
て
は
、」
を
「
あ
ら
か
じ
め
校
長
が
指
定
す
る
副
校
長
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

及
び
第
三
項
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
七
日

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
九
号
　
　
平
成
二
十
二
年
一
月
七
日

三



山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
須
　
　
田
　
　
　
　
　
清

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

専
門
学
校
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
管
理
規
則
（
平
成
十
九
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
平
成
二
十
二
年
度
入
学
生
に
係
る
特
例
措
置
）

２
　
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
三
条
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
表
養
成
科
の
項
中
「
三
十
名
」
と
あ
る
の
は
「
四
十
名
」
と
、

「
六
十
名
」
と
あ
る
の
は
「
七
十
名
」
と
す
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
三
条
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
表
養
成
科
の
項
中
「
六
十
名
」
と
あ
る
の
は
「
七
十
名
」
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
一
号

庁

中

一

般

県

立

学

校

山
梨
県
立
学
校
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
七
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
須
　
　
田
　
　
　
　
　
清

山
梨
県
立
学
校
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
梨
県
立
学
校
処
務
規
程
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
の
二
中
「
定
時
制
の
課
程
」
の
下
に
「
又
は
分
校
」
を
加
え
る
。

第
六
条
の
三
第
一
項
中
「
定
時
制
課
程
に
つ
い
て
」
を
削
り
、「
副
校
長
」
を
「
あ
ら
か
じ
め
校
長

が
指
定
す
る
副
校
長
又
は
教
頭
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
同
条

第
二
項
と
す
る
。

第
二
十
条
の
六
第
一
項
中
「
教
頭
」
を
「
副
校
長
（
副
校
長
を
置
か
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
教
頭
）」

に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
七
中
「
教
頭
（
全
日
制
の
課
程
、
定
時
制
の
課
程
又
は
通
信
制
の
課
程
の
う
ち
一
の
課

程
に
教
頭
が
二
人
以
上
あ
る
学
校
で
あ
つ
て
分
校
を
設
置
し
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
校
長
が
指
定
す

る
教
頭
と
す
る
。
以
下
同
じ
。）」
を
「
あ
ら
か
じ
め
校
長
が
指
定
す
る
副
校
長
又
は
教
頭
（
以
下

「
事
務
次
長
等
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
号
中
「
事
務
次
長
及
び
教
頭
（
以
下
「
事
務
次
長
等
」
と
い
う
。）」
を
「
事
務

次
長
等
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
号
様
式
中
「
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
」
を

「
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
教
育
委
員
会
告
示
第
一
号

山
梨
県
教
科
用
図
書
採
択
地
区
の
設
定
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
七
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
須
　
　
田
　
　
　
　
　
清

山
梨
県
教
科
用
図
書
採
択
地
区
の
設
定
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

山
梨
県
教
科
用
図
書
採
択
地
区
の
設
定
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
告
示
第
六
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

表
峡
南
の
項
中
「
増
穂
町
・
鰍
沢
町
・
」
を
削
り
、「
南
部
町
」
を
「
南
部
町
・
富
士
川
町
」
に
改

め
る
。

附
　
則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

'

平
成
二
十
二
年
度
山
梨
県
公
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
（
追
検
査
）
の
基
本
事
項
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
度
山
梨
県
公
立
高
等
学
校
（
大
月
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校
及
び
甲
陵
高
等
学
校
を

除
く
。）
入
学
者
選
抜
（
追
検
査
）
の
基
本
事
項
（
全
日
制
の
課
程
に
お
け
る
後
期
募
集
及
び
定
時
制

の
課
程
に
お
け
る
入
学
者
選
抜
の
追
検
査
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
七
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
須
　
　
田
　
　
　
　
　
清

Ⅰ
　
全
日
制
の
課
程
に
お
け
る
後
期
募
集
（
追
検
査
）

一
　
追
検
査
の
対
象
者

医
師
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
診
断
さ
れ
、
又
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様
症
状
に
よ
り
、
三
月
四

日
に
実
施
す
る
学
力
検
査
を
欠
席
す
る
者

二
　
申
請

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
九
号
　
　
平
成
二
十
二
年
一
月
七
日

四



追
検
査
の
申
請
は
、
在
学
中
学
校
長
を
経
由
し
て
、
申
請
書
に
医
師
の
診
断
証
明
書
（
教
育
委

員
会
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。）
を
添
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
志
願
先
高
等
学
校
長
に
申
請
す
る
。

な
お
、
当
日
の
急
な
発
熱
等
で
急
遽
申
請
す
る
場
合
は
、
検
査
日
の
翌
日
ま
で
に
申
請
す
る
。

三
　
追
検
査
の
方
法

１
　
学
力
検
査
を
実
施
す
る
。

２
　
学
力
検
査
の
検
査
教
科
及
び
配
点

ア
　
検
査
教
科
は
、
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
及
び
英
語
（
リ
ス
ニ
ン
グ
検
査
を
含
む
。
）

の
五
教
科
と
す
る
。

イ
　
配
点
は
、
各
検
査
教
科
百
点
と
す
る
。
た
だ
し
、
専
門
教
育
学
科
及
び
普
通
科
の
コ
ー
ス

の
指
定
に
つ
い
て
は
、
検
査
教
科
の
配
点
を
変
え
て
行
う
こ
と
が
あ
る
。

３
　
検
査
期
日

平
成
二
十
二
年
三
月
九
日
（
火
）

４
　
検
査
時
間

国
語
は
五
十
五
分
と
し
、
社
会
、
数
学
、
理
科
及
び
英
語
は
各
四
十
五
分
と
す
る
。

四
　
選
抜
方
法

１
　
調
査
書
の
記
録
及
び
学
力
検
査
の
成
績
を
総
合
判
定
し
、
選
抜
す
る
。

２
　
判
定
に
当
た
っ
て
は
、
調
査
書
の
記
録
と
学
力
検
査
の
成
績
を
同
等
に
扱
う
。

五
　
入
学
許
可
予
定
者
の
発
表

平
成
二
十
二
年
三
月
十
一
日
（
木
）
の
午
後
三
時

Ⅱ
　
定
時
制
の
課
程
に
お
け
る
入
学
者
選
抜
（
追
検
査
）

一
　
追
検
査
の
対
象
者

医
師
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
診
断
さ
れ
、
又
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様
症
状
に
よ
り
、
三
月
四

日
又
は
五
日
に
実
施
す
る
学
力
検
査
又
は
面
接
を
欠
席
す
る
者

二
　
申
請

追
検
査
の
申
請
は
、
在
学
中
学
校
長
を
経
由
し
て
、
申
請
書
に
医
師
の
診
断
証
明
書
（
教
育
委

員
会
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。）
を
添
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
志
願
先
高
等
学
校
長
に
申
請
す
る
。

な
お
、
当
日
の
急
な
発
熱
等
で
急
遽
申
請
す
る
場
合
は
、
検
査
日
の
翌
日
（
検
査
日
が
五
日
の

場
合
は
八
日
）
ま
で
に
申
請
す
る
。

三
　
追
検
査
の
方
法

１
　
学
力
検
査
及
び
面
接
を
実
施
す
る
。

２
　
学
力
検
査
の
検
査
教
科
及
び
配
点

ア
　
検
査
教
科
は
、
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
及
び
英
語
（
リ
ス
ニ
ン
グ
検
査
を
含
む
。
）

の
五
教
科
と
す
る
。

イ
　
配
点
は
、
各
検
査
教
科
百
点
と
す
る
。

３
　
検
査
期
日

平
成
二
十
二
年
三
月
九
日
（
火
）

４
　
検
査
時
間

国
語
は
五
十
五
分
と
し
、
社
会
、
数
学
、
理
科
及
び
英
語
は
各
四
十
五
分
と
す
る
。

四
　
選
抜
方
法

調
査
書
の
記
録
、
学
力
検
査
の
成
績
及
び
面
接
の
結
果
を
総
合
判
定
し
、
選
抜
す
る
。

五
　
入
学
許
可
予
定
者
の
発
表

平
成
二
十
二
年
三
月
十
一
日
（
木
）
の
午
後
三
時

Ⅲ
　
そ
の
他

こ
の
公
告
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
平
成
二
十
二
年
度
山
梨
県
公
立
高
等
学
校
（
大
月
短
期
大
学

附
属
高
等
学
校
及
び
甲
陵
高
等
学
校
を
除
く
。）
入
学
者
選
抜
（
追
検
査
）
の
基
本
事
項
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
一
日
に
公
告
し
た
平
成
二
十
二
年
度
山
梨
県
公
立
高
等
学
校
入
学
者

選
抜
の
基
本
事
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

'

平
成
二
十
二
年
度
山
梨
県
公
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
の
基
本
事
項
の
変
更
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
一
日
に
公
告
し
た
平
成
二
十
二
年
度
山
梨
県
公
立
高
等
学
校
（
大
月
短
期

大
学
附
属
高
等
学
校
及
び
甲
陵
高
等
学
校
を
除
く
。）
入
学
者
選
抜
の
基
本
事
項
を
次
の
と
お
り
変
更

す
る
。平

成
二
十
二
年
一
月
七
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
須
　
　
田
　
　
　
　
　
清

Ⅰ
　
全
日
制
の
課
程
に
お
け
る
後
期
募
集

変
　
更
　
箇
　
所

変
　
　
　
更
　
　
　
前

変
　
　
　
更
　
　
　
後

入
学
許
可
予
定
者
の
発
表

平
成
二
十
二
年
三
月
十
一
日

平
成
二
十
二
年
三
月
十
一
日
（

（
木
）
の
午
前
十
一
時

木
）
の
午
前
十
一
時
（
追
検
査

を
実
施
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は

午
後
三
時
）

Ⅱ
　
定
時
制
の
課
程
に
お
け
る
入
学
者
選
抜

変
　
更
　
箇
　
所

変
　
　
　
更
　
　
　
前

変
　
　
　
更
　
　
　
後

入
学
許
可
予
定
者
の
発
表

平
成
二
十
二
年
三
月
十
一
日

平
成
二
十
二
年
三
月
十
一
日
（

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
九
号
　
　
平
成
二
十
二
年
一
月
七
日

五



（
木
）
の
午
前
十
一
時

木
）
の
午
前
十
一
時
（
追
検
査

を
実
施
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は

午
後
三
時
）

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
二
千
九
号
　
　
平
成
二
十
二
年
一
月
七
日

六


